
ゲームソフト等の購入（課金）
無断でクレジットカード等でゲームソフト等の購入（課金）を制限できる。

ゲーム機のペアレンタルコントロールについての詳細は
一般社団法人コンピュータエンターテインメント協会のホー
ムページ（「CESA の取り組み」→「ゲームユーザーの皆様
へ」→「親子の約束と各種機能のご紹介」）へ。

　ネット・スマホの良い面・危険な面を保護者自身
が十分に理解し、子供に伝えることは、子供が安全安
心にネット・スマホを利用するためにとても重要です。
　ぜひこのパンフレットを活用しながら、子供のネット・
スマホ利用を見守っていきましょう。

●保護者からの相談内訳（R７年度）

一人ひとりと生きるまち。

令和7年度SNSトラブル防止動画コンテスト
最優秀賞作品はコチラ（東京動画）　➡
作品名：正体
作者：岡林美紀さん（東京モード学園）

その他の入賞作品はコチラ　➡
         　　（PDFファイル）

子供のネット・スマホのトラブルや悩みの相談は まで

※生命にかかわる危険があると判断された場合などは、警察等関係機関に連絡をして安全を確保させていただく場合があります。
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ネッつグTokyo4つのGoodなルール ※ネッつグ（ネットとつながるGoodなミライ）Tokyo

Goodなルールを守り、
子どもと一緒に
Goodなミライを築こう。

4
子どもを

Goodにするのは

子どもが何を見て、
誰とつながっているかを
把握しよう。
干渉ではなく“見守り”の
姿勢がカギ。

3
見守って
Good！

家庭でのルールは明確に。
「時間・場所・使い方」を
子どもと一緒に話し合って
決めよう。

2
話して
Good！

保護者自身もネットリテラ
シーをアップデート。
正しい知識が、子どもを
守る一番の味方に。

1
学んで
Good！

です！アナタ

〔令和8年6月発行〕ネッつグTokyo HP

【こんなお悩みありませんか？お気軽にご相談ください】　
●子供のスマホ利用時間を上手に管理するにはどう
すればいいんだろう？　
●子供がSNSやオンラインゲームで知らない人と
連絡を取っているみたいだけど、何に気を付けた
らいいんだろう？　
●フィルタリングやペアレンタルコントロールってど
ういうものがあるんだろう？

小学校高学年・新中学生保護者向け



　近年、SNSやオンラインゲームで知り合った人とのトラブルが増えています。
　SNSで募集される違法なアルバイト（いわゆる「闇バイト」）や、オンライン上の賭博（オ
ンラインカジノ）など、犯罪に関わってしまうこともあります。
　また、生成AI によるウソの情報や間違った情報も広がっています。
　子供が加害者にも被害者にもならないよう、ネットの安全な使い方を今一度考えましょう。

（※）

まった。相手が書き込みを見て、
開示請求をすると言ってきた。
どうなってしまうのだろうか。

　SNSやオンラインゲーム等で知り
合った同学年の子と仲良くなり、顔写
真や連絡先を交換した。すると、今度
は裸の写真を送ることや、直接会うこ
とを要求され、断ると顔写真や連絡
先をネット上にばらまくと脅された。
SNSやオンラインゲーム等で知り合った人に、裸の画像

を送信したり（自画撮り被害）、直接会ったりして、トラブル
になることが多く発生しています。同年代などを装ったりし
て、言葉巧みに誘導してきますので、お子さんがネット上で
知り合った人とやりとりする際は、十分気を付けましょう。

など

子供にネット・スマホを利用させるときのポイント ネットやSNS・アプリの利用に関するトラブル事例

ネット・スマホは便利なツールですが、上手に使えるようになるには、段階的に利用の幅を広げて
いく必要があります。
例えるなら「自転車」に乗る練習と同じです。初めは補助輪を付けて、一人で乗れるようになっても、
最初は保護者と一緒に外出し、徐々に遠くに行けるようになります。
突然あらゆるサイトが見られるようになったり、世界中の人とやり取りができるようになったりする

ことは、自転車を子供に買い与えて、すぐに車の往来が激しい道路を走られるのと同じでとても危険
なことです。

「保護者が子供の利用状況や成長を適切に判断し、対処すること」「保護者がいつでも子

供のネット・スマホの使い方に高い関心を持っていると子供に伝えること」が大切です。

もちろん、「保護者が子供のお手本になるように利用すること」も大事ですね。

　ネットに夢中で、他のことがおろそかになっています。学
力低下や睡眠不足、家族との関係悪化など、日常生活に悪
い影響がでますので、利用時間の制限機能を活用するなど
して、使いすぎに注意しましょう。

ネットに写真・動画等を載せると、背景（建造物、
マンホール、看板等）や位置情報から最寄り駅や個
人を特定される可能性があります。投稿前に個人情
報の特定につながる内容が含まれていないか注意し
ましょう。

クレジットカードの請求額が
増えている

ネット・スマホを安全安心に利用するためには、子供の利用状況や成長に合わせたサポートが
必要です。
そのために、子供と話し合って、子供が納得できるルールを決めましょう。
また、ルールを守れなかったときの約束を決めることや、適切な時期にルールの見直しをする

ことも大切です。

ゲームや動画に
夢中になっている

　子供は、身体が大きくなっても心はまだ成熟しきっていません。
　落ち込む出来事があったり、寂しさや不安を感じたりしていると心に隙間ができてしまいます。
　また、自我が完全に確立していない子供たちは、言葉巧みな相手を信じ切ってしまうことがあります。

　日頃から愛情や態度の変化に気をつけてみてください。
　子供とコミュニケーションをとる時間を設けてみてください。

（ルール）
参考例

オンラインコミュニケーションの段階

体験 入門 習熟

使い方の
ルール

・スマホは家族とのメールと電話のみ
使用する。

・スマホの機能や危険性を学ぶこと。
・SNSやアプリはまだ使わない。

・スマホのダウンロードは、必ず親に
許可を取る。

・SNSやオンラインゲームでのやりと
りは家族と学校の仲の良い友達だ
けにする。

・食事中は使わず、寝るときはリビン
グに置いておく。

・SNSなどにメッセージを書き込む前
に必ず見直し、個人情報は絶対に書
かない、載せない。

・トラブルになりそうなら、すぐに保
護者に相談する。

時間の
ルール ・家族との連絡以外使用しない。 ・アプリや SNSは、一日◯時間まで。・アプリや SNSは、夜◯時間まで。
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オンラインコミュニケーションにおいては、コミュニケーションの相手によって、「能力（スキル）」「知識」「倫理」といった「求められる力」が異なります。
「閲覧利用のみ（相手なし）」「家族間」「顔を知っている友人」「顔を知らない相手」と、オンラインコミュニケーションを認める相手の範囲を拡げていく段階に合わせて、「求められる力」や
想定されるリスクを理解し、ネット・スマホの使い方を親子で話し合うことで、子供が安全にネット・スマホを使えるよう環境を整えましょう。

参考モデル：子どもたちのインターネット利用について考える研究会　URL:https://www.child-safenet.jp/material 54
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このように、使える時間を『見える化』してネット・スマホを子供が自ら効率的に使えるといいですね。
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